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　先行列車の駅からの出発時刻を予測し，この情報に基づいて
先行列車に必要以上に接近することなく，不要な減速や一旦停
止を回避する予測制御方式について，場内進路位置，駅進入時
の速度，分岐での速度制限など各種の条件が導入効果に与える
影響をモデルにより評価した。評価は駅において10分の列車
遅延が発生した後に，列車が計画ダイヤどおりに着発できるよ
うになるまでの回復時間によって行った。
　列車遅延の回復時間が，計画ダイヤ上の時隔と予測制御実施

列車遅延の回復量モデル 遅延回復時間の例

時に実現できる時隔との差によって決まる回復量のモデルを示
し，これに基づいて待避・追越設備のない中間駅と，折返し運
転を行う駅を対象として，幾つかの設定条件の下で回復時間を
算出した。その結果，予測制御を行った場合の遅延回復時間は，
予測制御を行わない場合の70～80％に留まることが分った他，
各種条件下での予測制御による早期遅延回復の基本的な特性を
明らかにした。

（鉄道総研報告，2007年11月）
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ダイヤからの遅れ：
列車1 列車2

回復時の時隔：

列車2がダイヤの間隔で到着した場合の時刻

列車1 列車2
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